
議案第76号 

朝来市附属機関の書面による審議に係る関係条例の整備に関する条例制

定について 

 朝来市附属機関の書面による審議に係る関係条例の整備に関する条例制定を別紙の

とおり定める。 

  令和２年12月１日提出 

朝来市長 多 次 勝 昭  

提案理由要旨 

 朝来市の附属機関のうち、会議を招集することが困難な場合においてその所掌する

事務の円滑な執行を確保するための書面による審議が必要なものについて、当該書面

による審議の特例を規定し、及び会議に関する規定等を改めるため、所要の条例整備

をしようとするものです。 

 

 

 



朝来市条例第 号 

朝来市附属機関の書面による審議に係る関係条例の整備に関する条例 

 （朝来市予防接種健康被害調査委員会条例の一部改正） 

第１条 朝来市予防接種健康被害調査委員会条例（平成17年朝来市条例第42号）の一

部を次のように改正する。 

第２条中「調査」を「調査及び審議」に改める。 

第３条第１項中「第１号から第３号までの委員を市長」を「、市長」に改め、同

項第４号を削る。 

第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条を第７条とし、第５条第１項

中「委員会」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、「招集する」を「招

集し、会長が議長となる」に改め、同条第２項中「委員会」を「会議」に改め、「会

議を」を削り、同条第３項を同条第４項とし、同条第２項の次に次の１項を加える。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

  第５条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第６条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

 （朝来市農林業振興対策審議会条例の一部改正） 

第２条 朝来市農林業振興対策審議会条例（平成17年朝来市条例第45号）の一部を次

のように改正する。 

第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条第１項中「審議会」の次に「の

会議（以下「会議」という。）」を加え、「招集する」を「招集し、会長が議長となる」

に改め、同条第２項中「審議会」を「会議」に改め、「会議を」を削り、同条第３項

中「審議会」を「会議」に、「会長」を「議長」に改め、同条の次に次の１条を加え

る。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

 （朝来市都市計画審議会条例の一部改正） 



第３条 朝来市都市計画審議会条例（平成17年朝来市条例第47号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第３条第２項各号列記以外の部分中「任命する」を「委嘱する」に改め、同項第

３号中「若しくは兵庫県の職員又は住民」を「の職員」に改め、同項に次の１号を

加える。 
(4) 公募による市民 

 第９条を第10条とし、第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条第１項

中「審議会」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、「招集する」を

「招集し、会長が議長となる」に改め、同条第２項中「審議会」を「会議」に改め、

「会議を」を削り、同条第３項中「審議会」を「会議」に、「会長」を「議長」に

改め、同条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員及び議事に関係のある臨時

委員に書面を送付し、審議することをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員及び議事に関係のある臨時委員に報告しなければならない。 

（朝来市消防団審議会条例の一部を改正） 

第４条 朝来市消防団審議会条例（平成17年朝来市条例第48号）の一部を次のように

改正する。 

第４条第３項中「審議」を「調査及び審議」に改める。 

 第９条を第10条とし、第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条第１項

中「審議会」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、「招集する」を「招

集し、会長が議長となる」に改め、同条第２項中「審議会」を「会議」に改め、「、

会議を」を削り、同条第３項中「審議会」を「会議」に、「会長」を「議長」に改め、

同条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

 （朝来市文化財保護条例の一部改正） 

第５条 朝来市文化財保護条例（平成17年朝来市条例第 129号）の一部を次のように

改正する。 

目次中「第35条」を「第36条」に、「（第36条・第37条）」を「（第37条・第38条）」



に改める。 

第23条中「市指定無形民俗文化財について準用し」を「市指定有形民俗文化財に

ついて準用し」に改める。 

第37条を第38条とし、第36条を第37条とする。 

第６章中第35条を第36条とし、第34条を第35条とし、第33条第１項中「審議会」

の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、「招集する」を「招集し、会長が

議長となる」に改め、同条第２項中「審議会」を「会議」に改め、「出席しなければ」

の次に「、これを開き」を加え、同条第３項中「審議会」を「会議」に、「会長」を

「議長」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第 34条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員及び議事に関係のある臨時

委員に書面を送付し、審議することをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員及び議事に関係のある臨時委員に報告しなければならない。 

 （朝来市総合計画審議会条例の一部を改正） 

第６条 朝来市総合計画審議会条例（平成17年朝来市条例第 254号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第10条を第11条とし、第７条から第９条までを１条ずつ繰り下げ、第６条第１項

中「審議会」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、同条第２項中「審

議会」を「会議」に改め、「、会議を」を削り、同条第４項中「審議会」を「会議」

に、「会長」を「議長」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第４項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

 （朝来市景観審議会条例の一部を改正） 

第７条 朝来市景観審議会条例（平成25年朝来市条例第37号）の一部を次のように改

正する。 

 第６条を第７条とし、第５条を第６条とし、第４条を第５条とし、第３条第１項

中「審議会」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、同条第２項から第

４項までの規定中「審議会」を「会議」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 



第４条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第３項及び第４項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

  （朝来市重要文化的景観保護条例の一部改正） 

第８条 朝来市重要文化的景観保護条例（平成29年朝来市条例第20号）の一部を次の

ように改正する。 

第19条を第20条とし、第16条から第18条までを１条ずつ繰り下げ、第15条第１項

中「整備管理委員会」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、同条第２

項中「整備管理委員会」を「会議」に改め、同条第３項中「整備管理委員会の」を

削り、同条第４項中「整備管理委員会」を「会議」に改め、同条の次に次の１条を

加える。 

（書面による審議） 

第16条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第３項及び第４項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

 （朝来市子ども・子育て会議条例の一部改正） 

第９条 朝来市子ども・子育て会議条例（平成25年朝来市条例第39号）の一部を次の

ように改正する。  

 第１条中「「会議」を「「子育て会議」に改める。 

第２条中「会議」を「子育て会議」に、「に関すること」を「を処理すること」

に、「事項」を「事項について調査審議すること。」に改める。 

第３条第１項中「会議」を「子育て会議」に改め、同条第２項第７号及び第８号

を次のように改める。 

 (7) 公募による市民 

(8) 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

 第５条第１項及び第３項中「会議」を「子育て会議」に改める。 

 第８条中「会議」を「子育て会議」に改め、同条を第９条とし、第７条中「会議」

を「子育て会議」に改め、同条を第８条とし、第６条第１項中「会議」を「子育て

会議の会議（以下「会議」という。）に改め、同条の次に次の１条を加える。 

 （書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難と認めるときは、委員に書面を送付し、審議することを



もって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

 （朝来市空家等の適切な管理及び有効活用の促進に関する条例の一部改正） 

第10条 朝来市空家等の適切な管理及び有効活用の促進に関する条例（平成29年朝来

市条例第31号）の一部を次のように改正する。 

 第21条を第22条とし、第18条から第20条までを１条ずつ繰り下げ、第17条第１項

中「審議会」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、同条第２項中「審

議会」を「会議」に改め、同条第３項中「審議会の会議（以下「会議」という。）」

を「会議」に、「、開くこと」を「開くこと」に改め、同条第４項中「審議会」を

「会議」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第18条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第３項及び第４項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

（朝来市公共交通会議条例の一部改正） 

第11条 朝来市公共交通会議条例（平成30年朝来市条例第21号）の一部を次のように

改正する。 

第10条を第11条とし、第７条から第９条までを１条ずつ繰り下げ、第６条第１項

中「交通会議」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、同条第２項中「交

通会議の会議（以下「会議」という。）」を「会議」に、「、開くこと」を「開くこと」

に改め、同条第３項中「交通会議」を「会議」に改め、同条の次に次の１条を加え

る。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

 （朝来市介護保険事業計画等審議会条例の一部改正） 

第12条 朝来市介護保険事業計画等審議会条例（令和２年朝来市条例第２号）の一部

を次のように改正する。 



第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条第１項中「審議会」の次に「の

会議（以下「会議」という。）」を加え、同条第２項中「審議会の」を削り、同条第

３項中「審議会」を「会議」に改め、同条に次の１項を加える。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その

意見又は説明を聴くことができる。 

 第６条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

（朝来市障害者自立支援協議会条例の一部改正） 

第13条 朝来市障害者自立支援協議会条例（令和２年朝来市条例第30号）の一部を次

のように改正する。 

第９条を第10条とし、第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条第１項

中「協議会」の次に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、同条第２項中「協

議会の会議（以下「会議」という。）」を「会議」に改め、同条第３項中「協議会」

を「会議」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、会長が会議を招集する時間的余裕がない

と認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議する

ことをもって会議に代えることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、会長は、速やかにその結

果を委員に報告しなければならない。 

 （朝来市遺跡発掘調査等検討委員会条例の一部改正） 

第14条 朝来市遺跡発掘調査等検討委員会条例（令和２年朝来市条例第31号）の一部

を次のように改正する。 

第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条第１項中「検討委員会」の次

に「の会議（以下「会議」という。）」を加え、同条第２項中「検討委員会の会議（以

下「会議」という。）」を「会議」に改め、同条第３項中「検討委員会」を「会議」

に改め、同条の次に次の１条を加える。 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、委員長が会議を招集する時間的余裕がな

いと認めるとき、又は困難であると認めるときは、委員に書面を送付し、審議す

ることをもって会議に代えることができる。 



２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の場合について準用する。この場合にお

いて、これらの規定中「出席」とあるのは「署名」と読み替えるものとする。 

３ 第１項の規定により書面による審議を行ったときは、委員長は、速やかにその

結果を委員に報告しなければならない。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 



 

議案第76号資料 

朝来市附属機関の書面による審議に係る関係条例の整備に関する条例 

第１条 朝来市予防接種健康被害調査委員会条例新旧対照表 

現     行 改   正   案 

(任務) 

第２条 委員会は、市長からの要請によ

り主として予防接種による健康被害発

生に際し、当該事例について医学的な

見地からの調査を行うものとする。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、次の者をもって組織

し、必要の都度第１号から第３号まで

の委員を市長が委嘱する。 

(1)～(3)（略） 

(4) 市長 

２（略） 

（会議） 

第５条 委員会は、必要に応じて会長が

招集する。 

 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席し

なければ会議を開くことができない。 

 

 

 

３（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（庶務） 

第６条（略） 

(任務) 

第２条 委員会は、市長からの要請によ

り主として予防接種による健康被害発

生に際し、当該事例について医学的な

見地からの調査及び審議を行うものと

する。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の者をもって組織

し、必要の都度、市長が委嘱する。 

 

(1)～(3)（略） 

 

２（略） 

（会議） 

第５条 委員会の会議（以下「会議」と

いう。）は、必要に応じて会長が招集し、

会長が議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しな

ければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で

決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

４（略） 

 （書面による審議） 

第６条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（庶務） 

第７条（略） 
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（報酬） 

第７条（略） 

（委任） 

第８条（略） 

（報酬） 

第８条（略） 

（委任） 

第９条（略） 

 

第２条 朝来市農林業振興対策審議会条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

(会議) 

第６条 審議会は、会長が招集する。 

 

 

２ 審議会は、委員の半数以上が出席し

なければ会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数

で決し、可否同数のときは、会長の決

するところによる。 

４（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（報酬） 

第７条（略） 

（委任） 

第８条（略） 

(会議) 

第６条 審議会の会議（以下「会議」と

いう。）は、会長が招集し、会長が議長

となる。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しな

ければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で

決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

４（略） 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（報酬） 

第８条（略） 

（委任） 

第９条（略） 

 

第３条 朝来市都市計画審議会条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

（組織） 

第３条（略） 

２ 委員は、次に掲げる者のうち市長が

任命する。 

 (1)、(2) (略） 

 (3) 関係行政機関若しくは兵庫県の職

（組織） 

第３条（略） 

２ 委員は、次に掲げる者のうち市長が

委嘱する。 

 (1)、(2) (略） 

 (3) 関係行政機関の職員 
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員又は住民 

３、４（略） 

（議事） 

第６条 審議会は、会長が招集する。 

 

 

２ 審議会は、委員及び議事に関係のあ

る臨時委員の２分の１以上が出席しな

ければ会議を開くことができない 

３ 審議会の議事は、出席した委員及び

議事に関係のある臨時委員の過半数を

もって決し、可否同数のときは、会長

の決するところによる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員報酬） 

第７条（略） 

（幹事） 

第８条（略） 

（委任） 

第９条（略） 

 (4) 公募による市民 

３、４（略） 

（議事） 

第６条 審議会の会議（以下「会議」と

いう。）は、会長が招集し、会長が議長

となる。 

２ 会議は、委員及び議事に関係のある

臨時委員の２分の１以上が出席しなけ

れば開くことができない 

３ 会議の議事は、出席した委員及び議

事に関係のある臨時委員の過半数をも

って決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員及び議事に関係

のある臨時委員に書面を送付し、審議

することをもって会議に代えることが

できる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員及び議事に関係のある臨

時委員に報告しなければならない。 

（委員報酬） 

第８条（略） 

（幹事） 

第９条（略） 

（委任） 

第 10 条（略） 

 

第４条 朝来市消防団審議会条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

（組織） 

第４条（略） 

２（略） 

３ 委員の任期は、当該諮問に係る審議

が完了したときに終了するものとす

る。 

 （会議） 

（組織） 

第４条（略） 

２（略） 

３ 委員の任期は、当該諮問に係る調査

及び審議が完了したときに終了するも

のとする。 

 （会議） 
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第６条 審議会は、会長が招集する。 

 

 

２ 審議会は、委員の定数の半数以上の

委員が出席しなければ、会議を開くこ

とができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数

で決し、可否同数のときは、会長の決

するところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （報酬及び費用弁償） 

第７条（略） 

 （庶務） 

第８条（略） 

 （委任） 

第９条（略） 

第６条 審議会の会議（以下「会議」と

いう。）は、会長が招集し、会長が議長

となる。 

２ 会議は、委員の定数の半数以上の委

員が出席しなければ開くことができな

い。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で

決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

 （書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が審議会を招集する時間的余

裕がないと認めるとき、又は困難であ

ると認めるときは、委員に書面を送付

し、審議することをもって会議に代え

ることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

 （報酬及び費用弁償） 

第８条（略） 

 （庶務） 

第９条（略） 

 （委任） 

第 10 条（略） 

 

第５条 朝来市文化財保護条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

目次 

第６章 文化財保護審議会(第 28 条―

第 35条) 

第７章 補則(第 36条・第 37条) 

（準用規定) 

第 23 条 第７条から第 12 条までの規定

は、市指定無形民俗文化財について準

用し、第 15 条から第 18 条までの規定

は、市指定無形民俗文化財について準

用する。 

（会議) 

第 33条 審議会は、会長が招集する。 

目次 

第６章 文化財保護審議会(第 28 条―

第 36条) 

第７章 補則(第 37 条・第 38条) 

（準用規定) 

第 23 条 第７条から第 12 条までの規定

は、市指定有形民俗文化財について準

用し、第 15 条から第 18 条までの規定

は、市指定無形民俗文化財について準

用する。 

（会議) 

第 33 条 審議会の会議（以下「会議」と
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２ 審議会は、委員及び議事に関係のあ

る臨時委員の過半数が出席しなけれ

ば、議決することができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員及び

議事に関係のある臨時委員の過半数を

以て決し、可否同数のときは、会長の

決するところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員の報酬) 

第 34条（略） 

（庶務) 

第 35条（略） 

（補助金の返還) 

第 36条（略） 

（委任) 

第 37条（略） 

いう。）は、会長が招集し、会長が議長

となる。 

２ 会議は、委員及び議事に関係のある

臨時委員の過半数が出席しなければ、

これを開き、議決することができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員及び議

事に関係のある臨時委員の過半数を以

て決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

（書面による審議） 

第 34 条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員及び議事に関係

のある臨時委員に書面を送付し、審議

することをもって会議に代えることが

できる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員及び議事に関係のある臨

時委員に報告しなければならない。 

（委員の報酬) 

第 35条（略） 

（庶務) 

第 36条（略） 

（補助金の返還) 

第 37条（略） 

（委任) 

第 38 条（略） 

 

第６条 朝来市総合計画審議会条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

 （会議） 

第６条 審議会は、会長が招集する。 

 

２ 審議会は、委員の半数以上が出席し

なければ、会議を開くことができない。 

３（略） 

４ 審議会の議事は、出席委員の過半数

で決し、可否同数のときは会長の決す

るところによる。 

 （会議） 

第６条 審議会の会議（以下「会議」と

いう。）は、会長が招集する。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しな

ければ開くことができない。 

３（略） 

４ 会議の議事は、出席委員の過半数で

決し、可否同数のときは議長の決する

ところによる。 
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５（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オブザーバー) 

第７条（略） 

（報酬) 

第８条（略） 

（庶務) 

第９条（略） 

（委任) 

第 10条（略） 

５（略） 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第２項及び第４項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（オブザーバー) 

第８条（略） 

（報酬) 

第９条（略） 

（庶務) 

第 10条（略） 

（委任) 

第 11条（略） 

 

第７条 朝来市景観審議会条例新旧対照表  

現    行 改  正  案 

（会議） 

第３条 審議会は、会長が招集する。 

 

２ 会長は、審議会の議長となる。 

３ 審議会は、委員の半数以上の出席が

なければ開くことができない。 

４ 審議会の議事は、出席委員の過半数

で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会議） 

第３条 審議会の会議（以下「会議」と

いう。）は、会長が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員の半数以上の出席がな

ければ開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席委員の過半数で

決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

（書面による審議） 

第４条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第３項及び第４項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合
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（報酬及び費用弁償） 

第４条（略） 

（庶務） 

第５条（略） 

（委任） 

第６条（略） 

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（報酬及び費用弁償） 

第５条（略） 

（庶務） 

第６条（略） 

（委任） 

第７条（略） 

 

第８条 朝来市重要文化的景観保護条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

（会議） 

第 15条 整備管理委員会は、会長が招集

する。 

２ 会長は、整備管理委員会の議長とな

る。 

３ 整備管理委員会の会議は、委員の半

数以上の出席がなければ開くことがで

きない。 

４ 整備管理委員会の議事は、出席委員

の過半数で決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （関係機関との情報の共有） 

第 16条（略） 

 （報酬及び費用弁償） 

（会議） 

第 15 条 整備管理委員会の会議（以下

「会議」という。）は、会長が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

 

３ 会議は、委員の半数以上の出席がな

ければ開くことができない。 

 

４ 会議の議事は、出席委員の過半数で

決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

（書面による審議） 

第 16 条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第３項及び第４項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（関係機関との情報の共有） 

第 17 条（略） 

 （報酬及び費用弁償） 
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第 17条（略） 

 （庶務） 

第 18条（略） 

 （委任） 

第 19条（略） 

第 18 条（略） 

 （庶務） 

第 19 条（略） 

 （委任） 

第 20 条（略） 

 

第９条 朝来市子ども・子育て会議条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

（設置） 

第１条 子ども・子育て支援法（平成24

年法律第65号。以下「法」という。）

第77条第１項の規定に基づき、朝来市

子ども・子育て会議（以下「会議」と

いう。）を置く。 

 （所掌事務） 

第２条 会議の所掌事務は、次に掲げる

とおりとする。 

(1) 法第77条第１項各号に掲げる事項

に関すること。 

(2) 前号に規定するもののほか、会議

が必要と認める事項 

 

（組織） 

第３条 会議は、委員15人以内で組織す

る。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市

長が委嘱する。 

(1)～(6)（略） 

(7) 住民の代表者 

(8) 前各号に掲げる者のほか市長が必

要と認めたもの 

（会長及び副会長） 

第５条 会議に、会長及び副会長各１人

を置く。 

２（略） 

３ 会長は、会務を総理し、会議を代表

する。 

４（略） 

（会議） 

第６条 会議は、会長が招集し、会長が

議長となる。 

 

２、３（略） 

 

 

 

（設置） 

第１条 子ども・子育て支援法（平成24

年法律第65号。以下「法」という。）

第77条第１項の規定に基づき、朝来市

子ども・子育て会議（以下「子育て会

議」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 子育て会議の所掌事務は、次に

掲げるとおりとする。 

(1) 法第77条第１項各号に掲げる事項

を処理すること。 

(2) 前号に規定するもののほか、子育

て会議が必要と認める事項について

調査審議すること。 

（組織） 

第３条 子育て会議は、委員15人以内で

組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市

長が委嘱する。 

(1)～(6)（略） 

(7) 公募による市民 

(8) 前各号に掲げる者のほか、市長が

必要と認める者 

（会長及び副会長） 

第５条 子育て会議に、会長及び副会長

各１人を置く。 

２（略） 

３ 会長は、会務を総理し、子育て会議

を代表する。 

４（略） 

（会議） 

第６条 子育て会議の会議（以下「会議」

という。）は、会長が招集し、会長が

議長となる。 

２、３（略） 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕
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（庶務） 

第７条 会議の庶務は、教育委員会事務

局こども育成課において処理する。 

 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、

会議の運営に関し必要な事項は、会長

が会議に諮って定める。 

がないと認めるとき、又は困難と認め

るときは、委員に書面を送付し、審議

することをもって会議に代えることが

できる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（庶務） 

第８条 子育て会議の庶務は、教育委員

会事務局こども育成課において処理す

る。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、

子育て会議の運営に関し必要な事項

は、会長が会議に諮って定める。 

 

第10条 朝来市空家等の適切な管理及び有効活用の促進に関する条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

（会議） 

第 17条 審議会は、会長が招集する。 

 

２ 会長は、審議会の議長となる。 

３ 審議会の会議（以下「会議」という。）

は、委員の半数以上が出席しなければ、

開くことができない。 

４ 審議会の議事は、出席委員の過半数

をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

５（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会議） 

第 17 条 審議会の会議（以下「会議」と

いう。）は、会長が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員の半数以上が出席しな

ければ開くことができない。 

 

４ 会議の議事は、出席委員の過半数を

もって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

５（略） 

（書面による審議） 

第 18 条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第３項及び第４項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと
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（庶務） 

第 18条（略） 

（民事による解決との関係） 

第 19条（略） 

（委任） 

第 20条（略） 

（過料） 

第 21条（略） 

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（庶務） 

第 19 条（略） 

（民事による解決との関係） 

第 20 条（略） 

（委任） 

第 21 条（略） 

（過料） 

第 22 条（略） 

 

第11条 朝来市公共交通会議条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 

 （会議） 

第６条 交通会議は、会長が招集し、会

長が議長となる。 

 

２ 交通会議の会議（以下「会議」とい

う。）は、委員の過半数が出席しなけれ

ば、開くことができない。 

３ 交通会議の議事は、出席委員の過半

数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

４（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（協議結果の取扱い） 

第７条（略） 

（専門部会) 

 （会議） 

第６条 交通会議の会議（以下「会議」

という。）は、会長が招集し、会長が議

長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなけ

れば開くことができない。 

 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数を

もって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

４（略） 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（協議結果の取扱い） 

第８条（略） 

（専門部会) 
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第８条（略） 

（庶務) 

第９条 略） 

（委任) 

第10条（略） 

第９条（略） 

（庶務） 

第10条（略） 

（委任） 

第11条（略） 

 

第12条 朝来市介護保険事業計画等審議会条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 

（会議） 

第６条 審議会は、会長が招集し、会長

が議長となる。 

 

２ 審議会の会議は、委員の過半数が出

席しなければ開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数

をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（庶務） 

第７条（略） 

（委任） 

第８条（略） 

（会議） 

第６条 審議会の会議（以下「会議」と

いう。）は、会長が招集し、会長が議

長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなけ

れば開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数を

もって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、

会議に委員以外の者の出席を求め、そ

の意見又は説明を聴くことができる。 

 （書面による決議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（庶務） 

第８条（略） 

（委任） 

第９条（略） 
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第13条 朝来市障害者自立支援協議会条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 

（会議） 

第６条 協議会は、会長が招集し、会長

が議長となる。 

 

２ 協議会の会議（以下「会議」という。）

は、委員の過半数が出席しなければ開

くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数

をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

４（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（専門部会） 

第７条（略） 

（庶務） 

第８条（略） 

（委任） 

第９条（略） 

（会議） 

第６条 協議会の会議（以下「会議」と

いう。）は、会長が招集し、会長が議長

となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなけ

れば開くことができない。 

 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数を

もって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

４（略） 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、会長が会議を招集する時間的余裕

がないと認めるとき、又は困難である

と認めるときは、委員に書面を送付し、

審議することをもって会議に代えるこ

とができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、会長は、速やかにそ

の結果を委員に報告しなければならな

い。 

（専門部会） 

第８条（略） 

（庶務） 

第９条（略） 

（委任） 

第 10条（略） 

 

第14条 朝来市遺跡発掘調査等検討委員会条例新旧対照表 

現    行 改  正  案 

（会議） 

第６条 検討委員会は、委員長が招集し、

委員長が議長となる。 

 

２ 検討委員会の会議（以下「会議」と

いう。）は、委員の過半数の出席がなけ

れば開くことができない。 

３ 検討委員会の議事は、出席委員の過

（会議） 

第６条 検討委員会の会議（以下「会議」

という。）は、委員長が招集し、委員長

が議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数の出席がなけ

れば開くことができない。 

 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数を
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半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

４（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （庶務） 

第７条（略） 

 （委任） 

第８条（略） 

もって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

４（略） 

（書面による審議） 

第７条 前条第１項の規定にかかわら

ず、委員長が会議を招集する時間的余

裕がないと認めるとき、又は困難であ

ると認めるときは、委員に書面を送付

し、審議することをもって会議に代え

ることができる。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前

項の場合について準用する。この場合

において、これらの規定中「出席」と

あるのは「署名」と読み替えるものと

する。 

３ 第１項の規定により書面による審議

を行ったときは、委員長は、速やかに

その結果を委員に報告しなければなら

ない。 

（庶務） 

第８条（略） 

（委任） 

第９条（略） 

 

 

-13-


